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◎トピックス 第5回 国際森林年国内委員会の概要

知
事
と
開
催
地
会
場
の
町
長
で
国
内
委

員
も
務
め
る
多た

だ田
欣き
ん
い
ち一
住
田
町
長
が
挨

拶
。
委
員
会
で
は
、
第
４
回
委
員
会
の

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
及
び
行
動
提
案
」に
つ
い

て
の
議
論
に
対
す
る
報
告
、
５
つ
の
団

体
か
ら
の
活
動
報
告
、
林
野
庁
か
ら
の

活
動
報
告
に
引
き
続
き
、
各
委
員
に
よ

る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は

・
循
環
利
用
を
進
め
る
制
度
に
は
課
題

が
あ
る
。
再
生
産
を
前
提
と
し
た
取

組
が
必
要
。

・
森
林
年
を
契
機
に
市
民
と
森
林
と
の

距
離
が
近
く
な
っ
た
反
面
、
林
業
の

現
状
は
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
広
く
認
識
し
て

も
ら
う
べ
き
。

・
民
間
企
業
の
関
心
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
社

会
貢
献
）か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｖ（
公
益
と
企
業

益
を
両
立
す
る
活
動
）に
急
速
に
切

り
替
わ
り
つ
つ
あ
る
。
民
間
と
の
つ

な
が
り
方
を
ど
う
す
る
の
か
、
戦
略

的
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
へ
の
意
欲
を
引
き
出
せ

る
よ
う
な
事
業
を
進
め
る
べ
き
。

・
森
に
関
す
る
子
ど
も
へ
の
教
育
が
非

常
に
重
要
。

第５回 国際森林年第５回 国際森林年
国内委員会の概要国内委員会の概要

　

国
際
森
林
年
国
内
委
員
会
は
、
１
月

　

国
際
森
林
年
国
内
委
員
会
は
、
１
月
1111
日
に
岩
手
県
住
田
町
で
、
国
内
委

日
に
岩
手
県
住
田
町
で
、
国
内
委

員員
99
名
出
席
の
下
、
第
５
回
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

名
出
席
の
下
、
第
５
回
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
際
森
林
年
国
内
委
員
会
は
、
一
昨

年
12
月
か
ら
昨
年
ま
で
４
回
に
わ
た
り

会
合
を
開
催
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
の
再
生
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営

の
意
義
の
普
及
啓
発
、
東
日
本
大
震
災

の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
重
要
性
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
10
月
の
第
４
回
委
員

会
で
は
、こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え「
森

の
チ
カ
ラ
で
、
日
本
を
元
気
に
。」と
い

う
国
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
あ
わ
せ
、

行
動
提
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
公
表
さ

れ
た
と
こ
ろ
。

　

今
回
の
委
員
会
は
、「
２
０
１
１
国
際

森
林
年
」の
活
動
総
括
と
し
て
開
催
さ

れ
、
各
団
体
が
行
っ
て
き
た
活
動
が
報

告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
森
林
年
を

契
機
と
し
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
地
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復

旧
・
復
興
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
森
林
資

源
を
活
用
し
た
新
し
い
取
組
が
積
極
的

に
展
開
さ
れ
て
い
る
東
北
が
選
ば
れ
、
そ

れ
ら
の
取
組
を
見
学
す
る
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
も
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
先
立
ち
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
開
催
県
の
達た
っ
そ増
拓た
く
や也
岩
手
県
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・
初
心
に
戻
っ
て
、
人
工
林
を
使
っ
て

も
木
は
な
く
な
ら
な
い
等
の
情
報
を

発
信
し
て
い
く
べ
き
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
佐さ

さ

き
々
木
座
長
か
ら
、「
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
で
き

た
。
委
員
そ
れ
ぞ
れ
も『
森
の
チ
カ
ラ

で
、
日
本
を
元
気
に
。』と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
よ
り
活
動
頂
き
た
い
。ま
た
、

い
つ
か
集
ま
っ
て
話
を
し
た
い
と
の
提

案
も
あ
っ
た
が
将
来
の
課
題
と
し
た

い
。
こ
れ
ま
で
５
回
に
わ
た
る
国
内
委

員
会
へ
の
協
力
に
対
し
感
謝
し
ま
す
。」

と
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
前
日
に
開
催
さ
れ
た
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
遠
野
市
内
で
、
古

く
か
ら
林
業
の
現
場
で
貴
重
な
搬
出
手

段
と
な
っ
て
い
た
馬ば
は
ん搬（
地じ

だ

び
駄
曳
き
）技

術
の
実
技
を
見
学
。

　
『
原
木
や
製
材
品
に
付
加
価
値
を
付

け
、地
域
の
林
業
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
』

と
地
域
内
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
11

事
業
体
が
団
地
に
集
結
し
た「
遠
野
地

域
木
材
総
合
供
給
モ
デ
ル
基
地
」で
は
、

流
通
シ
ス
テ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
遠
野
市
森
林
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
遠
野
市
長
も
同
席
の
下
、
遠
野

市
の
林
業
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
当
日
の
午
前
中
に
は

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
た
め
の
木
造

仮
設
住
宅
を
見
学
。
遠
野
市
で
は
、
地

元
産
の
木
材
と
集
成
材
を
使
っ
た
住
宅

を
、
住
田
町
で
は
震
災
直
後
に
い
ち
早

　日本野球機構（ＮＰＢ）と住田町、国際森林年
国内委員の坂本龍一氏が代表を務める一般社団
法人more Trees（モア・トゥリーズ）、国土
緑化推進機構が、プロ野球の夜間の試合時間３
時間を超えた場合に照明などで排出されるCO2
を相殺する、「プロ野球の森」カーボン・オフセッ
ト協定を締結しました。
　その調印式が、1月11日、第5回国際森林年
国内委員会の開催会場である岩手県住田町で行
われました。

「プロ野球の森」カーボン・オフセット協定 調印式 く
地
元
の
木
材
を
使
っ
て
建
設
を
す
す

め
た
住
宅
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
住
田
町
に
お
い
て
造
林
か

ら
町
営
住
宅
ま
で
を
結
ぶ
一
貫
し
た
シ

ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
た
木
材
加
工
団
地

を
見
学
し
、
多
田
住
田
町
長
か
ら
地
元

産
材
の
新
た
な
活
用
方
法
等
に
つ
き
熱

心
な
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

「プロ野球の森」協定調印式

遠野市土淵町　馬搬作業地見学

遠野地域木材総合供給モデル基地見学、意見交換会

（左）住田町仮設住宅中上団地、（右）同仮設住宅内部

住田町木工団地見学

遠野市仮設住宅 希望の郷「絆」


